
京都市の小売業の状況 

（参考）京都市商業集積活性化会議「京まちなかの活性化に向けた提案（平成26年3月）」 

  ※ 都心部地域＝四条通、河原町通、御池通、烏丸通に囲まれた地域とその周辺地域 

資料６ 

 ○平成１９年から平成２４年までの５年間で、京都市全域の小売業の年間販売額は１８％減、都心部地域の小売業 

   の年間販売額は３２％減と、大幅に減少している。 

  （都心部地域における小売業年間販売額の減少額は、京都市全域における減少額の３６％を占めている。） 

 ○京都駅周辺は、リーマンショックの平成１９年以降、大型店が数件開業しているが、売り場面積７１％増に対して、 

   年間販売額２７％増と、十分に売上につながっていない状況にある。 


